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2 「大星山サイクルフェスタ in ひらお」開催決定！
2023サザンセト・ロングライド in やまぐち運営ボランティアを募集します

６－８ まちの話題

主 な 内 容

佐賀小学校の児童が、各テーマについて学習・実践した成果を保護者や地域の方に披露していました。
（７月19日 / いってみよう　のぞいてみよう　佐賀小学校）

しってる？がっこうのこと（１年）しってる？がっこうのこと（１年） ぐんぐん育ったよ。ぐんぐん育ったよ。
ぼく・わたしのやさい（２年）ぼく・わたしのやさい（２年）

校歌に隠されたなぞとは！？（３・４年）校歌に隠されたなぞとは！？（３・４年） 修学旅行で発見！修学旅行で発見！
～魅力いっぱい萩・美祢・下関～（５・６年）～魅力いっぱい萩・美祢・下関～（５・６年）
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「大星山サイクルフェスタ in ひらお」開催決定！
　子どもから大人まで楽しめる自転車イベントを行います。自転車に乗りながら楽しい１日を過ごしてみませんか。
　みなさんのご参加をお待ちしています。

【開催日】10 月 14 日 土     ●主会場　柳井紙工株式会社駐車場【平生町大字平生村584番地】

ボランティアスタッフの募集について
　全国各地から集まる参加者に楽しんでもらえるよう、
大会を運営するボランティアスタッフを募集します。
　ご協力をお願いします。
申込みなどについて
　受付時間やイベント詳細、申込方法などについては、
平生町観光協会 HP をご覧になるか、平生町観光協会事
務局へお問い合わせください。

平生町観光協会公式ホームページ「ポタひらお」
https://www.hirao-kankou.net/news/

event/2023oboshiyama-cycle-festa/
申 問 平生町観光協会　☎56-5050
　　 受付：月～金 ９:00～17:00（祝日を除く）
問 町役場産業課　☎56ｰ7117

大星山ヒルクライム（ JBCF・一般）
（中学生以上が対象：定員なし）　

　トップレーサー（全日本実業団自転車競技連盟）も
挑む大星山山頂までの約8km の特設コースを走ってみ
ませんか。一般の部では「電動自転車の部」も設ける
ほか、山口県体育大会も併催される予定となっていま
す。各部門の成績上位者には、表彰と副賞を用意して
いますので、ぜひ挑戦してみてください。
たべリングサイクル（小学生以上が対象：定員20名）
　町内の飲食店や観光名所を巡りながら、美味しい食
べ物を味わうサイクリングです。ご家族での参加も大
歓迎です。ゆったり町内をサイクリングして新たな魅
力や味の発見をしてみませんか。
 キックバイク体験（ 2歳から未就学児まで：定員なし）
　子どもに大人気のペダルがない自転車で特設コース
を走り、自転車に乗る楽しさを体験させてみませんか。
キックバイクやヘルメットなどは無料でレンタルでき
ますので、お気軽にご参加ください。当日のみの受付
となり、定員はありません。

応募資格 高校生以上（高校生は保護者の同意が必要）

従事日時 【大会前日】10 月７日土　12：00 ～ 19：00
【大会当日】10 月８日日　  4：00 ～ 18：00

活動内容
【前日】受付業務
【当日】受付業務 / 完走証渡し / エイドステーション運営補助 / コース誘導 / 駐車場整理
（活動の詳細についてはお問い合わせください）

服装 動きやすい服装・靴　※雨天時の雨具等は各自で準備してください。

保険 大会事務局で傷害・賠償保険に加入します。

支給品 大会オリジナルグッズ※報酬・交通費は支給しません。

2023 サザンセト・ロングライド in やまぐち

運営ボランティアを募集します
【運営ボランティアについて】　申込期限：９月３日日

【申込方法】大会ホームページのボランティア申込フォームから申し込んでください。
　　　　　  （http://southernseto-longride.jp/volunteer.html）
　　　　　  ※収集した個人情報は大会運営以外の目的には使用しません。
問サザンセト・ロングライド in やまぐち大会事務局　一般社団法人 ITADAKI（イタダキ）☎082-961-4002
問町役場産業課　☎56ｰ7117

自
分
で
行
う
災
害
へ
の
備
え

家
の
外
の
備
え

●
溝
や
排
水
口
は
掃
除
し
て
、
水

は
け
を
良
く
す
る
。

●
窓
や
雨
戸
に
は
カ
ギ
を
か
け
、

必
要
に
応
じ
て
補
強
す
る
。

●
風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
物
は
固

定
し
た
り
、家
の
中
に
片
付
け
る
。

家
の
中
の
備
え

●
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
窓

ガ
ラ
ス
に
貼
っ
た
り
、
飛
来
物
の

飛
び
込
み
に
備
え
て
カ
ー
テ
ン
や

ブ
ラ
イ
ン
ド
を
閉
め
る
。

●
断
水
に
備
え
て
飲
料
水
を
確
保

す
る
ほ
か
、
浴
槽
に
水
を
張
る
な

ど
し
て
生
活
用
水
を
確
保
す
る
。

避
難
所
へ
の
経
路
の
確
認
な
ど

●
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
、

自
分
の
住
ん
で
い
る
家
の
周
り
の

災
害
リ
ス
ク
を
確
認
し
、
避
難
所

や
避
難
経
路
を
考
え
て
お
く
。 

●
家
族
で
避
難
所
や
連
絡
方
法
な

ど
を
話
し
合
う
。 

●
非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
す

る
。
避
難
の
際
の
持
ち
物
は
最
小

限
に
し
、
両
手
が
自
由
に
使
え
る

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ

る
。

避
難
す
る
前
に
・
し
た
後
に

避
難
場
所
の
検
討

　

集
会
所
、
親
戚
や
友
人
の
家
な

ど
の
安
全
が
確
保
さ
れ
た
と
き
に

は
、
そ
こ
へ
の
避
難
も
検
討
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
宅
に
安
全
な
場
所
が

あ
れ
ば
、
在
宅
避
難
と
い
う
方
法

も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
や
現
地
を
見
て
、
安

全
な
場
所
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
避
難
す
る
際
に
は
、
事
前
に
避

難
所
の
開
設
状
況
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

避
難
所
で
注
意
す
る
こ
と

▽
37
度
５
分
以
上
の
熱
が
あ
る
人

や
風
邪
症
状
が
あ
る
人
は
、
専
用

ス
ペ
ー
ス
に
避
難
し
て
も
ら
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
定
期
的
に
清
掃
す
る
な
ど
衛
生

環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

▽
季
節
に
関
係
な
く
十
分
な
換
気

を
行
い
ま
す
。
暑
さ
対
策
や
防
寒

対
策
を
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

災
害
時
の
緊
急
連
絡
先
な
ど

■
平
生
町
役
場

　
総
務
課 

☎
（
５
６
）
７
１
１
１

　
建
設
課 

☎
（
５
６
）
７
１
１
８

■
柳
井
地
区
広
域
消
防
本
部

　
☎
（
２
２
）
０
０
４
０

■
柳
井
警
察
署

　
☎
（
２
３
）
０
１
１
０

９月１日は
防災の日

□
体
温
計

□
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液

　（
携
帯
用
除
菌
シ
ー
ト
）

□
メ
ガ
ネ
・
コ
ン
タ
ク
ト
レ

　
ン
ズ
・
コ
ン
タ
ク
ト
用
品

□
携
帯
電
話
な
ど

□
懐
中
電
灯

□
救
急
医
薬
品

　（
常
備
薬
・
持
病
薬
）

□
補
聴
器

□
ス
リ
ッ
パ

□
寝
具
（
毛
布
な
ど
）

□
着
替
え

□
タ
オ
ル

□
歯
ブ
ラ
シ
セ
ッ
ト

□
非
常
食

□
粉
ミ
ル
ク

□
哺
乳
瓶

□
ベ
ビ
ー
フ
ー
ド

□
紙
お
む
つ

無線放送確認テレホン
☎（５７）０

お お
０６

むせ ん
１

　屋外スピーカーから流れた町役場
からの放送を、電話で確認すること
ができます。
※消防のサイレンなどは再生できません。

防災無線を聞き逃した！そんなときは

非常持ち出し品の準備はできていますか？今すぐチェック！

台風に備えましょう！
1923 年９月１日に発生した関東大震災の惨事を教訓として、防災意識の向上を目的に「防災の
日」が制定されました。いつ、どこで起こるか分からない災害を見据え、一人ひとりが日ごろか
ら「備え」の意識を持つことが大切です。なかでも、これからの季節は、台風による大雨や暴風・
高潮などの災害が心配されます。台風の接近により災害の危険性が高まったとき、「自分たちの命は自分たちで守る」
という心構えのもと被害を最小限に抑えるため、日ごろからの準備を行うとともに、家族との連絡方法や地域の協
力体制を確認しておくなど災害に備えましょう。

緊急時に有効な防災メールの登録を！

平生町防災メールサービス
　防災情報、気象警報・注意報などをメー
ルで配信するサービスです。

【登録方法】
①次のアドレスに件名・本文を入力せずに
　メールを送信します。
　e-hirao@xpressmail.jp 

　 　 　 　 　 　

              　
　 　 　 　 　
　
②返信される登録用メールの内容に沿って
　必要事項を入力すれば、登録完了です。
 ※登録用メールが届かない場合

　は、迷惑メール設定などをご
　確認ください。

△ ＱＲコード対応の携帯電話を
ご利用の場合、左図からアドレ
スを読み取ることができます。
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20歳になったら国民年金
「学生納付特例制度」

　学生の人は一般的に所得が少ないため、本人の所得
が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予さ
れる制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大
学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、特別支援
学校、専修学校および各種学校（修業年限１年以上で
ある課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する人で
す。
　学生納付特例制度を申請する人は、「国民年金加入の
お知らせ」と同封の学生納付特例制度の申請書に記入
し、在学期間がわかる学生証のコピーか在学証明書の
原本を添付し、町役場健康保険課に提出してください。
　そのほかにも、保険料免除・納付猶予制度もありま
すので、詳しくはお問い合わせください。

　20歳になった人の国民年金の加入手続きは不要で
す。20歳の誕生日から２週間程度で日本年金機構より

「国民年金加入のお知らせ」等の書類が届きますので、
確認してください。（すでに第２号、第３号被保険者に
なっている人を除く）
　書類が届かない場合は、国民年金の加入手続きが必
要となりますので、お問い合わせください。
問徳山年金事務所　☎0834ｰ31ｰ2152
問町役場健康保険課 保険年金班　☎56ｰ7115

国民年金とは
　国民年金は、老後や万が一というときの生活を現役
世代みんなで支えようという制度です。20歳のときに
国民年金に加入し保険料を60歳まで納め続けること
で、老後の生活の基礎、病気やケガによる障がいが認
定されたときの保障、家族の働き手が亡くなったとき
の保障として、年金を受け取ることができます。

二十歳を迎えるみなさんへ
来年１月７日日に二十歳のつどいを開催します（予定）

町内の事業者のみなさん

一緒に二十歳になったみなさんを
お祝いしませんか！

「令和６年平生町二十歳のつどい」協賛事業者を募集します

　町では、平生町に縁のある二十歳のみなさんに『ふ
るさと平生への想い』を強めてもらうことを目的と
して「令和６年平生町二十歳のつどい」の記念行事
において、民間との協働により、二十歳のみなさん
を祝い励まし、町の魅力を体感してもらう取組みを
予定しており、この取組みにご協力いただける事業
者を募集します。
　詳しくは、町ホームページの「令和６年平生町二十
歳のつどい」協賛事業者募集要項をご覧ください。

（募集要項は町役場地域振興課にも備え付けています）
【問合せおよび申込み先】
  町役場地域振興課　☎56ｰ7120

二十歳のつどいの企画・運営を一緒にする
平生町二十歳のつどい実行委員を募集します

　このたび「令和６年平生町二十歳のつどい」の開
催に向けて、つどいの企画・運営をお手伝いしてい
ただく「平生町二十歳のつどい実行委員」を募集し
ます。令和５年度に二十歳を迎えるみなさんも、町
内在住の若者のみなさんも『平生町二十歳のつどい』
を一緒に盛り上げませんか？
　「ふるさと平生」に縁のある同年代の人と交流す
る良い機会にもなります。企画から参加し「二十歳
のつどい」をより思い出に残るものにしましょう。
●対象
・令和５年度に二十歳を迎えられる方（平成15年
４月２日から平成16年４月１日生まれ）
・平生町内在住、在学または在勤の18歳から29歳
で「平生町二十歳のつどい」を盛り上げたい人
●募集人数
10人程度
●活動内容
司会、受付、企画・運営など
●応募方法
町ホームページから申込書をダウンロードし、必
要事項を記入して、メールでお申し込みください。
●応募期限
８月31日木正午まで

生
涯
学
習
推
進
だ
よ
り

平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」
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れ
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テ
ィ
ア
の
活
動

に
つ
い
て
は
令
和
５
年
２
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 日時 　令和６年１月７日日
受　　付　　  9:30～
式　　典　　10:00～
記念写真　　10:40～
記念行事　　11:00～

 会場 　 町武道館

「二十歳のつどい」の参加申込みについて
●対象になる人
平成15年（2003年）４月２日～平成16年（2004年）
４月１日までの間に生まれた平生町在住または平生町
出身の人
●町内にお住まいの人（平生町内に住民票がある人）
令和５年11月１日現在、平生町に住民票がある人は、
申込みは不要です。12月初旬に案内状を送付します。
●町外にお住まいの人（平生町外に住民票がある人）
令和５年11月１日現在、町外に住民票がある平生町出
身の人で、式典への出席を希望する場合は、事前に町
教育委員会に申込みが必要です。申し込まれた人には
12月初旬以降、随時、案内状を送付します。

【申込方法】
「平生町二十歳のつどい」に参加希望の旨と、氏名、性別、
生年月日、案内状送付先の郵便番号および住所、世帯
主氏名、電話番号を町電子申請サービスに
より、12月15日金までにお申し込みくださ
い。電話、郵送、ファックスまたはメール
でも受け付けます。

「二十歳の誓い」の発表者を募集します
　二十歳のつどいの式典において、代表して「二十歳
の誓い」を発表していただく二十歳の方（男性１人、
女性１人）を募集します。二十歳になっての気持ちの
変化、これからの抱負など、思いを伝えてみませんか。
●応募方法
発表用原稿案（1,000～1,200字）を作成し、氏名、性別、
住所、生年月日、連絡先を明記の上、持参、郵送また
はメールのいずれかにより、９月15日金（当日消印有
効）までに、町教育委員会へ提出してください。

【問合せおよび申込先】
 町教育委員会 社会教育課
〒742-1195　平生町大字平生町210番地の１
☎56ｰ6083　FAX 56ｰ7151
メール：kyouiku2@town.hirao.lg.jp
町ホームページ：http://www.town.hirao.lg.jp/

町電子申請サービス▶

中高生ボランティアの
お申し込みはこちら▼



まちの話題
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スポーツ推進委員
協議会功労者表彰

　６月29日に、町役場で大田眞さんの中国地区スポー
ツ推進委員協議会功労者表彰受賞報告が行われました。
　このたびの受賞は、平成15年から現在まで平生町ス
ポーツ推進委員として町のスポーツ振興に尽力された
ことが評価されたものです。報告に際し、大田さんは「ス
ポーツをしない人にも、見ることやスポーツをしてい
る方を支えるなどにより、スポーツに携わっていただ
きたいです」と話されました。

日独スポーツ少年団同時
交流派遣団員を激励

　６月 30 日に町役場で第 50 回日独スポーツ少年団
同時交流派遣団員の河藤大和さん（平生合気道スポー
ツ少年団所属）の激励会が行われました。
　本事業は、国際経験豊かな指導者を育成するため日
独両国のスポーツ少年団リーダーが互いに相手国を訪
問しスポーツを通じて交流するというものです。
　河藤さんは７月 27 日から８月 13 日までドイツの
ザクセン＝アンハルト州に派遣される予定です。

スポーツで楽しく交流

　６月30日に町武道館で町老人クラブ連合会レクリエ
ーション・スポーツ大会が開催されました。
　この日は約 50人が参加し、輪投げやクラブ打ち（ゴ
ルフ）、ダーツ投げなど計６種目の競技が行われたほか
木製の棒を投げてピンを倒す「モルック」の体験もあ
りました。大会に参加した人は「こうした機会を通じ
てみなさんとお会いできるのがうれしいです」と話さ
れていました。　

全日本空手道選手権大会出場
　
　７月５日に、町役場で冨山莉奈さん（写真左）と石
田樹美華さん（写真右）の「IBKO 第 15 回全日本空手
道選手権大会」の出場報告が行われました。
　２人は広島で開催された「第 12 回極真会館広島県空
手道選手権大会」で、型団体および型個人の部で優勝（※）
したことにより本大会の出場権を獲得したものです。
　大会出場に際し、冨山さんは「前の大会では負けた
ので勝ちたいです」石田さんは「自分の全力を出し切っ
てがんばりたいです」とそれぞれ抱負を話されました。
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つばさ保育園（７月７日）

平生幼稚園（７月７日）

ひらお保育園（７月５日）

佐賀保育園（７月７日）

七夕まつり
　７月５日、７日に町内の保育園、幼稚園で七夕まつりが行われました。
　園児は、自分たちの願いごとを短冊に書いた後、笹

ささ
につるして、おり姫とひこ星の話をきいた

り、「たなばたさま」の歌を歌い、１年に１回の特別な日を過ごしていました。

故　佐竹 秀道 さん

　佐竹秀道さんは、昭和47年に平生町役場に奉職し、平成19
年７月から２期８年は副町長として、通算43年の長きにわた
り、本町の行財政の確立や教育、文化、福祉の向上に尽力され、
町政の発展に多大な貢献をされました。

瑞宝双光章受章（自治功労）
叙勲

食品加工教室
　
　７月８日に曽根地域交流センターで食品加工教室が
行われました。この日は田布施農工高等学校の沖野雅
彦先生と乗安義実先生を講師として迎えイノシシ肉と
豚肉を混ぜたソーセージを作りました。
　教室に参加した人からは「イノシシ肉の臭みが全く
なくおいしかった」「羊の腸に肉を詰めるのが難しかっ
た」「次回はパン・マヨネーズ・ピザ・発酵食品を作っ
てほしい」などの感想がありました。

※同大会で、冨山さんは型個人の部で、石田さんは型団体および
個人の部でそれぞれ優勝しています。
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平生図書館　☎56ｰ2310　【開館時間】9:00〜17:15
【行事予定】８月26日土　古文書輪読会［9:45／平生図書館］
【休館日】　８月…21日月、28日月、31日木（月末整理日）
　　　　　９月…４日月、11日月
http://www.town.hirao.lg.jp/kurashi/shisetsu/toshokan.html

図書館図書館
だよりだより

認知症ってそもそも何ですか？
朝田隆 著

夜果つるところ
恩田陸 著

流れる島と海の怪物
田中慎弥 著

アンリアル
長浦京 著

百年の藍
増山実 著

New 一般書

ずかん自転車
森下昌市郎 著

アンナは犬のおばあちゃん
吉田桃子 著

マジカルカレンダー　２
　 吉野万理子 作

しゅつどう！かがくしょうぼう
たい

鎌田歩  作・絵

ペンギンたんけんたい
高畠純 絵

New 児童書

脈動

今野敏　著　（ KADOKAWA）

話 題 の 本本

　警察官による暴力や淫らな行為が相次
ぐ。事態の悪化を恐れた警視庁の富野は、
旧知のお祓い師を呼
び出すと、警視庁を
守る結界が破られて
おり、このままでは
警察組織が崩壊する
という・・・。『小説
野性時代』連載を単
行本化。

【ホームページ（予約・検索可）】

図書検索・予約システム
QR コード▼

　酢の酸味を活かすと塩分を控えめにしても美味しくな
ります。血圧が高い方の減塩にも役立ちます。
　また、酢の主成分である酢酸は内臓脂肪を減らす効果も
あります。
　お腹周りのサイズダウンに効果的です。

簡単酢―プ

平生町食生活改善推進協議会作ってみんさい
食べてみんさい

１．玉ねぎは薄くスライス、しめじは石づきを切り落
として小房に分けておく。

２．鍋に水、鶏がらスープの素を入れて温め、［１］
と乾燥わかめを入れて野菜に火が通るまで煮る。

３．しょうゆ、酢、白ごまを加えて混ぜ、仕上げにご
ま油を回し入れる。

作り方

材料　４人分
玉ねぎ����� 100g
しめじ�����  80g
乾燥わかめ����３g
鶏がらスープの素
           �� 小さじ１

水������ 600ml
しょうゆ�� 小さじ２
酢�����  大さじ２
白ごま��� 小さじ１
ごま油����� 少々

やないファミリー・サポート・センター
第２回講習会「素敵な未来のためのお金の極意」

●日時　９月13日水 10:00～11:45
●場所　柳井市総合福祉センター４階
●内容　お金を使い、備え、貯めるポイントについて
●講師　後藤　文恵　氏（アイザワ証券ソリューショ
　　　　  ン部金融リテラシー教育サポート室）
　　　　山根　裕一　氏（西京銀行柳井支店）
●参加料　100円（お茶代）
●定員　15人（先着順／子ども同伴可／託児あり）
●申込方法　９月６日水までに電話申込
□申 □問 やないファミリー・サポート・センター
　☎23ｰ0668

人権擁護委員
岩沼 光裕 さん再任

　人権擁護委員は、地域のみなさんから人権相談を
受け、問題解決の手伝いや人権侵害の被害者救済、
また、地域のみなさんに人権について関心を持って
もらえるように啓発活動を行っています。
　岩沼光裕さんは、平成29年から６
年間にわたり本町の人権擁護委員を
務められ、このたび再任されました。  
　任期は令和５年７月１日から令和
８年６月30日までです。
□問 町役場総務課　☎56ｰ7111

まちの話題
シャボン玉ショーが開演

　７月11日にバルーンパフォーマーのMr. カエルさん
が平生幼稚園を訪れ、園児や平生小学校１年生の児童
を対象にしたシャボン玉のショーが行われました。
　ショーでは、棒に輪にしたひもをくっつけたものを
シャボン液に付けて空中であおぐことで大小さまざま
なシャボン玉を作っていました。
　空中に現れたシャボン玉を見た園児や児童は大喜び
で、シャボン玉に触れようと一生懸命追いかけていま
した。

フェンシング全国大会出場
　
　７月 14日に、町役場で熊毛南高等学校３年の楠ひ
なたさんの「令和５年度全国高等学校総合体育大会」（北
海道総体 2023）の出場報告が行われました。
　これは「令和５年度第 74回山口県高等学校総合体
育大会」の女子個人対抗エペ、フルーレ（フェンシン
グ種目）でそれぞれ２位に入賞したことで全国大会の
出場権を獲得したものです。楠さんは「エペ、フルー
レともに１戦でも多く勝ち進めるようにがんばりたい
です」と大会への意気込みを話されました。

消費者トラブルに遭わないために

　７月21日に、平生まち・むら地域交流センターで生
涯学習講座の「消費生活講座」が行われ、14名が参加
しました。講座では、山口県消費生活センターの吉村
教史さんを講師に迎え、クーリング・オフ制度や、イ
ンターネットトラブルなどについて説明がありました。
　講座に参加した人からは「クーリング・オフ制度に
ついてはクイズ形式で説明がされ大変分かりやすかっ
たです」などの感想がありました。

ボランティア・チャレンジ
　
　７月 22日に町と各コミュニティ協議会が主催する
ボランティア・チャレンジが行われました。
　この行事は、ゴミを拾うことできれいで住みやすい
まちづくりを推進するとともに、活動を通じて地域内
のボランティア意識の醸成を図ることを目的に行われ
たものです。
　当日は、各地区で多くの方にご参加いただき、たく
さんのゴミを回収することができました。
　活動にご協力いただきありがとうございました。



柳井警察署だより

問柳井警察署 ☎23ｰ0110

【台風に備えて】
・窓や雨戸は鍵をかけ、必要に応じて補強し、側
溝や排水溝の水はけをよくしておきましょう。
・風で飛ばされそうなものは、固定するか家の中
に格納しましょう。
・非常持ち出し品等を準備しましょう。
・普段から家族で連絡方法や、避難経
路、落ち合う場所などを決めておきま
しょう。
・気象台等が発表する最新の気
象情報を確認しましょう。

【災害の発生が予想されるときは】
・避難指示を待たずに、自らの判断で早めに率先
避難を心掛けましょう。
・町から避難指示が発令されたら、危険な場所か
らすぐに避難しましょう。
・避難の際は、軽装で持ち物は最小限にして、
リュックサックなどを使用し、両手を自由に使え
るようにしておきましょう。
・一時的に風雨が収まっていても、台風の目、吹
き返しのおそれがあることから、警戒を怠らない
ようにしましょう。

台風にご用心
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正しい知識で正しい知識で安心な消費生活安心な消費生活
問柳井地区広域消費生活センター　☎22ｰ2125問柳井地区広域消費生活センター　☎22ｰ2125

うその理由で保険金を請求すると言われた！
　「保険適用で住宅修理」というチラシがポストに入って
いた。数日後、チラシの事業者が訪問してきて「お宅の雨
どいが一部破損しているので、保険を使ってすべて交換し
てはどうか。先日の大雨で破損したことにすれば保険適用
になるので、費用負担なしで交換できる」と修繕工事を勧
誘された。
　雨どいは以前から壊れていたものだと業者に伝えると
「保険金申請のとき、私どもでうまくやるので大丈夫」と
言われた。そのような話にのって契約しても大丈夫なのか。

相 談

　経年劣化による破損と知りながら、自然災害による破損
という理由で保険金の請求をしたことが判明した場合、保
険契約が解除され、支払われた保険金の返金を求められる
だけでなく、場合によっては刑事罰に問われる恐れもあり
ます。絶対に契約しないようにしましょう。

アド
バイス

　自然災害の発生後は、住宅修理に関するトラブルの相談
が多く寄せられます。「保険を使って自己負担なく修理で
きる」などと説明する勧誘や不安を煽るような勧誘、強引

で急かすような勧誘を受けた場合は、特に注意が必要です。万が一、
事業者から訪問や電話勧誘を受け契約をしてしまっても、クーリン
グ・オフできる場合があります。
　困ったことがあれば、迷わず柳井地区広域消費生活センターにご
相談ください。

ワンワン
ポイントポイント

人権行政相談 
※相談無料・秘密厳守

どなたでもお気軽にご相談ください
●相談日 
　毎月第２月曜日（休日の場合は翌日）
●時間（場所）
　10:00～（平生まち・むら地域交流センター）
　13:00～（佐賀地域交流センター）
●相談員
　人権擁護委員、行政相談委員
●相談内容 
・人権に関わる悩みや困りごと
・�行政全般についての苦情相談ならびに意見
や要望などについて　

次回
９月11日月
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町民福祉課の窓口を開設
●開設日
第１日曜日（１月、５月は第２日曜日）
第３土曜日
●開設時間 9:00～12:00
●取扱業務
・マイナンバーカードの申請サポート
（写真撮影が無料）、交付、電子証明書の

更新
・住民票の写しの交付、戸籍謄抄本
（除籍・改製原戸籍を除く）の交付、印
鑑登録および印鑑登録証明書の交付
問町役場町民福祉課 戸籍班　☎56ｰ7113

今年も台風シーズンを迎えます。被害に遭わないために、次のことに気をつけましょう。

　子育て中は、いろいろ迷ったり悩んだりすることも多いと思います。　
　ネットで検索すると体験談など情報は得られますが、偏った意見もあり、余計不安になってしまうこともありま
す。そんな時は、ひとりで悩まず、子育て支援センターに遊びに来てみませんか？
　子育て支援センターは、乳幼児のいる親子の交流や育児相談、情報提供など、子育てをしている家庭の支援を行
う施設です。町内には、「なかよしハウス」と「広場ポコ・ア・ポコ」の 2 カ所があります。
　こどもと安全に遊ぶ場が欲しい、子育て中の親子と交流したい、育児相談をしたい、子育てイベントに参加した
い、子育て情報が欲しい時などにぜひご利用ください。

問町保健センター　☎（５６）７１４１
問町役場町民福祉課 　☎（５６）７１１3

子育て支援センターに遊びに来ませんか ?
こんにちは保健師です

なかよしハウス（平生町大字平生村 1357 番地の 1：ひらお保育園内）
【開所日】月～金（祝日を除く）【利用時間】9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00
【電話番号】56-2446              【利用料金】無料（イベント参加時は実費）
【イベント】町ホームページの「平生町の子育てカレンダー（みんな＊なかよし）」をご
覧ください。
　または、保健センター、役場、佐賀出張所、なかよしハウス、広場ポコ・ア・ポコ、
各保育園、幼稚園等に設置されたチラシ「平生町の子育てカレンダー（みんな＊なかよ
し）」をご覧ください。

広場ポコ・ア・ポコ（平生町大字曽根 10126 番地の 2：平生町福祉センター内）

【開所日】月～金（祝日を除く）【利用時間】9:00 ～ 12:00
【電話番号】56-7300　　　　   【利用料金】無料（イベント参加時は実費）
【イベント】イベント予約、内容や日時は Instagram
（左の QR コード）や Facebook（右の QR コード）、
または保健センター、役場、広場ポコ・ア・ポコに
設置されたチラシをご覧ください。

　農業者年金は積立方式・確定拠出型の公的な年金制
度で、国民年金に上乗せして積み立てることで、安心
で豊かな老後を目指すものです。農業経営者だけでな
く、配偶者や後継者などの家族や農家のパートさんな
ども加入できます。
　加入を希望される人は、平生町農業委員会またはお
近くの JA にお問い合わせください。
●加入できる人（次のすべてに該当する人）
・国民年金の第１号被保険者
・年間60日以上農業に従事している人
・20歳以上65歳未満の人
●保険料（掛け金）
月額２万円～６万７千円（千円単位で自由に変更可能）
※国民年金の保険料は別途必要です。

※35歳未満で一定の要件を満たす人は、月額１万円
　から加入できます。
●年金の受け取り
受給開始時期を65歳から75歳の間で選択して、終身
で受け取れます。

（60歳からの繰上受給も可能）
●その他
・支払った保険料は全額社会保険料控除の対象です。
・加入者が80歳までに死亡した場合、死亡一時金が遺  
  族に支給されます。
※詳細については、独立行政法人農業者年
金基金のホームページをご覧ください▶
問平生町農業委員会（町役場産業課内）　
   ☎56ｰ7117

農業者年金で豊かな老後を



試
験
・
募
集

＜ 以下は広告欄です ＞ ＜ 以下は広告欄です ＞

槽
、
10
人
槽　
全
体
で
８
基
（
予
定

基
数
も
し
く
は
予
算
額
に
達
し
た
時

点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
）

●
補
助
金
額

【
５
人
槽
】
33
万
２
千
円

【
７
人
槽
】
41
万
４
千
円

【
10
人
槽
】
54
万
８
千
円

●
補
助
交
付
対
象
者　

次
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
す
人

①
公
共
下
水
道
の
事
業
計
画
区
域
外

お
よ
び
漁
業
集
落
排
水
施
設
の
処
理

計
画
区
域
外
の
地
域
で
専
用
住
宅
に

処
理
対
象
人
員
10
人
以
下
の
汚
水
処

理
普
及
率
向
上
に
つ
な
が
る
浄
化
槽

を
設
置
さ
れ
る
人

②
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
人

③
令
和
６
年
３
月
19
日
火
ま
で
に
設

置
工
事
を
完
了
で
き
る
人

□申
□問
町
役
場
建
設
課 

下
水
道
班

☎
（
５
６
）
７
１
１
８

司
法
書
士
無
料

成
年
後
見
相
談
会

　
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
の
金

銭
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
成
年
後
見
に
関

す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

●
対
象
者　

①
認
知
症
や
知
的
・
精

神
障
が
い
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が

不
十
分
な
人　
②
将
来
の
判
断
能
力

に
不
安
を
お
持
ち
の
人　
③
認
知
症

や
知
的
・
精
神
障
が
い
な
ど
の
人
を

支
え
る
家
族
や
支
援
者
、
福
祉
関
係

者
な
ど

●
相
談
期
間
【
要
予
約
】　

９
月
１
日

金
～
29
日
金
（
原
則
平
日
）

●
相
談
形
態　

家
庭
裁
判
所
提
出
名

簿
登
載
司
法
書
士
で
あ
る
相
談
員

が
、訪
問
し
相
談
を
受
け
ま
す
。（
要

日
時
調
整
）

●
予
約
期
間　

８
月
21
日
月
～
９
月

29
日
金
ま
で
の
午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
５
時
（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
）

●
予
約
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
相
談
概
要
、
希
望
す
る
場
所

等
を
電
話
、
F
A
X
、
郵
送

□申
□問
（
公
社
）
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー・

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
山
口
支
部 

相
談

予
約
係

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
５
２
２
０

F
A
X
0
8
3
（
９
２
１
）
０
４
７
５

「
杭
の
日
」
無
料
相
談
会

●
日
時　
９
月
１
日
金 

午
前
10
時
～

午
後
３
時

●
場
所　
山
口
地
方
法
務
局 

周
南
支

局
（
周
南
市
）

●
相
談
内
容　
土
地
（
分
筆
・
合
筆
、

地
目
変
更
、
面
積
等
の
更
正
、
境
界

に
つ
い
て
）、
建
物
（
新
築
・
増
築
、

取
り
壊
し
・
分
割
・
区
分
等
）

●
相
談
員　

山
口
県
土
地
家
屋
調
査

士
会
会
員

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

☎
０
８
３
（
９
２
２
）
５
９
７
５

第
35
回 

岩
国
矯
正
展

　

法
務
省
主
唱
の
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
岩
国
矯

正
展
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
日
時　
９
月
23
日
土 

午
前
９
時
～

午
後
３
時

●
場
所　
岩
国
刑
務
所
（
岩
国
市
）

●
内
容　

矯
正
行
政
の
広
報
、
刑
務

作
業
製
品
展
示
即
売
、
萩
焼
体
験
コ

ー
ナ
ー
、
岩
国
高
校
プ
レ
ア
ン
部
に

よ
る
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
、
オ
カ
リ
ナ

演
奏
、
パ
ト
カ
ー
・
白
バ
イ
・
消
防

車
の
展
示
等
、
も
ち
ま
き
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
、
給
食
パ
ン
の
販
売
、
ピ
ザ・

ク
レ
ー
プ
等
移
動
販
売
車
等
（
飲
食

ス
ペ
ー
ス
あ
り
）

□問
岩
国
刑
務
所
企
画
部
門
（
作
業
）

☎
０
８
２
７
（
４
１
）
０
１
３
８

特
定
計
量
器
（
は
か
り
）

の
定
期
検
査

　

取
引
ま
た
は
証
明
に
用
い
る
「
は

か
り
」
は
、
検
査
証
印
等
が
表
示
さ

れ
た
も
の
を
使
用
し
、
２
年
ご
と
に

定
期
検
査
を
受
検
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
の
定
期
検
査
に
つ
い
て
、
次

の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
対
象
と

な
る
「
は
か
り
」
を
お
持
ち
の
場
合
は
、

必
ず
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
検
査
日
時
（
場
所
）　

９
月
５
日
火 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分
（
佐
賀

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
）
午
後
１
時
～

３
時
（
平
生
ま
ち
・
む
ら
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
）

●
持
参
物　

清
掃
し
た
「
は
か
り
」、

検
査
手
数
料
（
※
）

※
種
類
ご
と
の
検
査
手
数
料
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
（
一
社
）
山
口
県
計
量
協
会

☎
０
８
３
（
９
８
６
）
２
５
９
１

□問
町
役
場
産
業
課

☎
（
５
６
）
７
１
１
７

突
風
に
よ
る
農
業
用
ネ
ッ

ト
等
の
飛
散
に
ご
注
意
を

　
近
年
、
農
業
用
ネ
ッ
ト
等
が
突
風

で
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
送
電
線
に
接
触

す
る
等
の
停
電
事
故
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
台
風
シ
ー
ズ
ン

に
限
ら
ず
、
農
業
用
ネ
ッ
ト
や
ビ
ニ

ー
ル
シ
ー
ト
な
ど
、
風
で
飛
び
や
す

い
も
の
に
つ
い
て
は
、
固
定
物
に
し

っ
か
り
結
び
つ
け
る
な
ど
の
対
策
を

十
分
に
実
施
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

鉄
塔
や
電
線
に
飛
散
物
の
接
触
を

発
見
さ
れ
た
場
合
は
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

□問
中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会

社
周
南
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
送

電
課

☎
０
８
３
４
（
３
６
）
１
１
８
７

第
29
回
山
口
県
障
害
者

芸
術
文
化
祭
作
品
募
集

●
応
募
部
門　
絵
画
、
書
道
、
写
真
、

手
工
芸
、
文
芸
、
俳
句
、
短
歌

※
部
門
ご
と
に
大
き
さ
等
の
指
定
が
あ

り
ま
す
。

●
作
品
規
定　

出
品
は
未
発
表
の
も

の
で
１
人
（
１
団
体
）
１
点 

▽
大

き
さ
は
、
作
品
募
集
要
領
で
確
認
の

こ
と

●
応
募
資
格　

県
内
に
居
住
す
る
障

が
い
者
等

●
応
募
方
法　

作
品
申
込
書
、
題
名

カ
ー
ド
に
記
入
し
て
提
出

●
応
募
期
限　
９
月
20
日
水

●
応
募
作
品
展
示
会
　

◇
展
示
日　

11
月
21
日
火
～
11
月
30

日
木

◇
場
所　
山
口
県
政
資
料
館

●
応
募
先　
町
役
場
町
民
福
祉
課 

地

域
福
祉
班
［
☎(

５
６)

７
１
１
３
］

□問
山
口
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ

ン
タ
ー

☎
０
８
３
（
９
２
８
）
５
４
３
２

浄
化
槽
設
置
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す

　

町
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共

用
水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
た

め
、
浄
化
槽
設
置
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

●
申
請
受
付
期
間　

令
和
６
年
１
月

31
日
水
ま
で

●
補
助
予
定
基
数　

 

５
人
槽
、
７
人

業
務
に
係
る
特
別
教
育

●
対
象
者
　
農
業
者
、
森
林
所
有
者
、

林
業
へ
の
就
業
希
望
者
な
ど
　

●
募
集
人
数
　
10
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

●
申
込
期
限　
９
月
７
日
木

●
受
講
料　
テ
キ
ス
ト
代
が
か
か
り

ま
す
（
６
２
０
０
円
程
度
）

●
申
込
方
法　
Q
R

コ
ー
ド
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
▼

□問
山
口
県
岩
国
農
林
水
産
事
務
所
森

林
部
森
林
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
２
７
（
２
９
）
１
５
６
５

岩
国
短
期
大
学
生
涯
学
習

公
開
講
座
（
後
期
）

受
講
者
募
集

●
対
象　

原
則
と
し
て
20
歳
以
上
の

人●受
講
期
間　

10
月
２
日
月
～
12
月

14
日
木
（
各
講
座
全
10
回
）

●
場
所　
岩
国
短
期
大
学

●
料
金　
７
０
０
０
円

●
募
集
期
限　
８
月
16
日
水

●
講
座
内
容
　「
楽
し
い
弾
き
歌
い
～

ピ
ア
ノ
初
心
者
の
た
め
の
入
門
講
座

～
」
な
ど
全
４
講
座

●
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
岩
国
短
期
大
学
総

務
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

※
詳
し
く
は
、
岩
国
短
期
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
の
上
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

□申
□問
岩
国
短
期
大
学
総
務
課

 

☎
０
８
２
７
（
３
１
）
８
１
４
１

令
和
5
年
度
後
期

危
険
物
取
扱
者
試
験

●
試
験
種
類　
甲
種
、
乙
種
、
丙
種

●
実
施
日　
11
月
18
日
土
、
19
日
日

●
場
所　

県
内
各
市
（
柳
井
市
は
11

月
19
日
日
に
「
乙
種
第
４
類
」
の
試

験
を
実
施
し
ま
す
）

●
受
験
資
格　
甲
種
以
外
は
誰
で
も

●
願
書
受
付
期
間

【
書
面
申
請
】
９
月
４
日
月
～
15
日
金

【
電
子
申
請
】
９
月
１
日
金
～
12
日
火

◇
試
験
準
備
講
習
会
［
定
員
：
30
人
］

●
対
象　
乙
種
第
4
類
受
験
者

●
日
時　
10
月
19
日
木
、20
日
金
（
２

日
間
） 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
場
所　

中
国
電
力
㈱
柳
井
発
電
所

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
（
柳
井
市
）

●
受
講
料　
９
０
０
０
円（
周
東
地
区

危
険
物
安
全
協
会
会
員
：
６
０
０
０

円
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

□問
周
東
地
区
危
険
物
安
全
協
会

☎
（
２
２
）
３
０
２
５

□問
柳
井
地
区
広
域
消
防
本
部
予
防
課

☎
（
２
３
）
７
７
７
４

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

（
一
般
事
務
基
礎
科
）

●
訓
練
内
容　
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、

簿
記

●
訓
練
期
間　

10
月
17
日
火
～
令
和

６
年
１
月
16
日
火

●
場
所　
柳
井
市
文
化
福
祉
会
館（
柳

井
市
）

●
受
講
料　

無
料
（
別
途
、
教
科
書

代
等
が
必
要
で
す
）

●
募
集
期
間　

８
月
22
日
火
～
９
月

22
日
金

□申
□問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
柳
井

☎
（
２
２
）
２
６
６
１

「
林
業
サ
ポ
ー
タ
ー
確
保

研
修
」
受
講
生
募
集

●
研
修
期
間　

10
月
3
日
火
、
10
月

17
日
火
、
10
月
26
日
木
、
10
月
27
日

金
、
10
月
28
日
土
の
５
日
間
（
時
間

は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
５

時
）

●
場
所
　
岩
国
市
周
東
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
、
周
東
里
山
の
会
周
辺
（
岩

国
市
）

●
内
容
　
造
林
・
保
育
作
業
等
に
関

す
る
こ
と
、
刈
払
機
取
扱
作
業
者
に

対
す
る
安
全
衛
生
教
育
、
伐
木
等
の

□申：申込み先　　□問：問合せ先
【町ホームページ】http://www.town.hirao.lg.jp/

令和５年８月号 広報ひらお 12令和５年８月号 広報ひらお13

お
知
ら
せ



令和５年８月号 広報ひらお 14

平生町民憲章
　わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけ
つぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
　わたくしたち　平生町民は
1　自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1　スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1　思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1　勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1　文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

８　月８　月 ９　月９　月

※予定表のため、変更となる場合があります。

16水

17木

18金 もの忘れ相談
�［13:30 ／ふれあいまちづくりセンターあいあむ］

19土

休日窓口（住民票・戸籍・印鑑証明・マイナンバーカー
ド（申請支援・受取））
［9:00 〜 12:00 ／町役場町民福祉課］
体育館開放日［8:30 〜 12:00］
平生まち・むら盆踊り大会
［19:00 ／町スポーツセンター］

20日

21月 人権行政相談
［10:00 ／平生まち・むらセ、13:00 ／佐賀セ］

22火 育児学級（要予約）［9:30 ／保健センター］

23水 薬剤師によるお薬講座［14:00 ／平生まち・むらセ］
町長と語る会（要予約）［18:00 ／町役場町長室］

24木

25金

26土 体育館開放日［8:30 〜 12:00］

27日

28月

29火

30水

31木

1 金

2 土 体育館開放日［8:30 〜 12:00］

3 日
休日窓口（住民票・戸籍・印鑑証明・マイナンバーカー
ド（申請支援・受取））
［9:00 〜 12:00 ／町役場町民福祉課］

4 月

5 火
育児学級（要予約）［9:30 ／保健センター］
認知症カフェあいあむ
�［13:30 ／ふれあいまちづくりセンターあいあむ］

6 水

7 木 3 歳児健康診査［13:20 ／保健センター］

8 金

9 土

10日

11月 人権行政相談
［10:00 ／平生まち・むらセ、13:00 ／佐賀セ］

12火

13水 離乳食学級（要予約）［9:30 ／保健センター］

14木

15金
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まちの人口
６月30 日現在
住民基本台帳記載人口

（　）：前月対比

世帯数 5,388 世帯（ － 6 ）
人　口 11,047 人 （ － 17 ）
うち男 5,250 人 （ － 3 ）

女 5,797 人 （ － 14 ）
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伸びゆくまちをつくります
ポスター・標語

ポスター最優秀作品
※学校名・学年は受賞時（令和４年度）のものです。

　山口地方法務局および山口県人権擁護委員連合会で
は、学校における『いじめ』や家庭内での児童虐待など、
子どもをめぐるさまざまな問題や悩みについて、「子
どもの人権１１０番」による電話相談を受け付けてい
ます。　
　一人でも多くの方から相談を受けることができるよ
う、８月23日～29日を強化週間と定め、相談を受け
付けます。

☎０１２０（００７）１１０［フリーダイヤル］
【受付時間】
（平日）8:30～19:00　（土日）10:00～17:00
一人で悩んでいませんか？相談内容の秘密は守りま
す。どんな小さなことでも結構です。悩みを聞かせて
ください。大人の方もご利用いただけます。
問山口地方法務局人権擁護課　☎083ｰ922ｰ2295

全国一斉「子どもの人権１１０番」強化週間【８月23日水～８月29日火】

柳井健康福祉センター相談日
　〔山口県柳井総合庁舎／☎22ｰ3631〕

●骨髄バンク登録検査《要予約（前日まで）》
　９月５日火 ９:00～10:00
●Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査《要予約（前日まで）》
　９月５日火 10:00～10:30
●風しん抗体検査《要予約（前日まで）》
　９月５日火 10:30～11:00
●ＨＩＶ抗体検査《要予約（前日まで）》
　※当日検査結果がわかります
　９月５日火 13:30～18:30
●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》
　９月19日火 13:15～13:45
●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》
　９月26日火 13:00～16:00

８月の納税 納期限 ８月 31 日

町県民税 第２期

国民健康保険税 第２期

介護保険料 第２期

後期高齢者医療保険料 第２期
☆ 完 納 で 育 て よ う 明 る い 平 生 町 ☆

◎便利な口座振替も利用できます◎
問町役場税務課（町税）　☎56ｰ7114
問町役場健康保険課（保険料）　☎56ｰ7115

こころの救急電話相談（山口県精神科救急情報センター）

☎0836ｰ58ｰ4455［24時間対応］
内容：精神科受診など早急な対応に関するご相談を、ご家族や
ご本人からお受けします。（精神病、うつ病などこころの病気に
よる混乱した言動、ひきこもり、自殺願望など）

おとな（15歳以上）の救急医療電話相談
☎＃7119［毎日24時間］
または☎083ｰ921ｰ7119
内容：おおむね15歳以上の急患や疾病に関すること

こども（15歳未満のお子さん）の救急医療電話相談
☎＃8000［毎日19:00～翌8:00］
または☎083ｰ921ｰ2755
内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

新型コロナウイルス感染症に関する相談
（受診・相談センター）

☎＃7700［24時間対応］
または☎083ｰ902ｰ2510
内容：発熱等の症状が生じた人で受診する医療機関に迷われる
場合はご相談ください。
※かかりつけ医がある人はかかりつけ医にご相談ください。

月間火災・救急発生状況 月間交通事故発生状況

６月
火　災

救急 ６月
発生件数 死者

（人）
傷者

（人）建物 山林 その他 人身 物損
管内 1 0 0 306 管内 8 125 0 8
町内 1 0 0 43 町内 0 14 0 0

資料：柳井地区広域消防組合 資料：柳井警察署

休日や平日夜間の医療案内

区分 診療日 診療時間
休日
昼間

日曜日・祝日、盆（８月15日）
年末年始（12月30日～１月３日）

9:00～12:00
13:00～17:00

平日
夜間

月～金曜日
※休日・土曜日の診療はありません 19:00～22:00

柳井地域休日夜間応急診療所
［柳井市中央１丁目10－17］
☎22ｰ9001

（診療時間内のみ）
※応急的診療のため、専門的な

診療や検査を受けられない場
合があります。

※受付は診療終了時間の30分前
までです。

柳井駅

柳井警察署

旧ＮＴＴ

柳井川

平生町

188

休日夜間
応急診療所

柳井郵便局
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道路の異状を発見したらお知らせください。

問町役場建設課　☎56ｰ7118

次号の
「わが家のアイドル」
締切は

８月 14 日 月！
９月生まれのお子さんの
応募をお待ちしています！

わが家のアイドルわが家のアイドル お誕生日おめでとう！お誕生日おめでとう！

●対象　広報発行月に誕生日を迎える町内在住の小学校入学前（満１歳～満６歳）の
　　　　お子さん
●申込方法　メールで①、②を提供してください。
①お子さんの名前（ふりがな）、生年月日、性別と保護者の氏名、住所、連絡先
②写真データ
※写真は、掲載を希望する保護者から提供してください。
問町役場地域振興課　☎56ｰ7120　メール：hirao1@town.hirao.lg.jp　
※件名を「わが家のアイドル申込み」としてください。

J リーグ公式試合球を展示しています！！

　レノファ山口 FC から、5 月 21 日の平生町
ホームタウンデー（vs 東京ヴェルディ）にお
いて使用された試合球の寄贈を受けました。
　寄贈されたボールは、J リーグ 30 周年を記
念したオリジナルのデザインとなっているこ
とに加え、レノファ山口 FC の選手全員のサ
インが書かれています。
　プロサッカー選手のサイン入りボールを直
接見られるいい機会ですので、役場にお越し
の際には、ぜひご覧ください。

【展示期間】
９月 29 日金まで

【展示場所】
２号棟１階（建設課前のガラスケース）

※展示終了後は、５月 21 日の平生町ホームタウンデーに、平生町民限定の優待・招待券を
　利用して試合を観戦された方の中から、抽選で記念ボールを贈呈する予定です。

問町役場地域振興課　☎ 56 ｰ 7120
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